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アフリカのスラムにおいてサニテーション価値連鎖を
いかにデザインするか
：「健康価値」に着目したザンビア、ルサカにおける
地域コミュニティの活動を事例として
林	耕次（総合地球環境学研究所　研究員）ほか 7名
　サニテーションに関する問題の背景ですが、世界で約 23 億人の人がトイ
レなど基本的な衛生設備にアクセスできていないということ。また、そのう
ち約 10 億人が日常的に屋外排泄をしているという報告があります。
　今回の発表では、アフリカ南部のザンビアという国の首都ルサカのスラム
地区で、どのようなサニテーションの状況であるかを把握して、それらの問
題解決をいかに図るのかという取り組みについて紹介しています。清潔なト
イレをつくり、しかるべき処理をして、利用したり適切に廃棄する、という
のが理想なのですが、現実としては実際に使用されているトイレも非常に粗
末なものが多く、屋外排泄も日常的に行われています。同じくゴミなども野
外に放置されており、周囲にハエが飛び交って不潔といわざるを得ません。
地下水由来の飲み水も汚染されていて、大変好ましくない状況です。こうし
たことも含めて、サニテーション問題として地域の人々がどのように捉える
のかということです。
　私たちのプロジェクトでは、現地の子どもたちや青年に積極的に問題に関
わってもらうことで、地域のサニテーションに関する問題意識の向上や、状
況の改善について考えてもらうことを促しています。すなわち、地域の青
少年らによるボトムアップ型の取り組みに参与しています。その団体名は、
「Dziko Langa」という現地語で、My Community という意味なのですが、
彼らの活動を通じたアクションリサーチを試みています。活動の様子につい
ては、映像などで記録して、そのフィードバックを通じて自らの理解を深め、
問題解決の模索とともに、地域内外への発信もおこなっています。他にも、
健康改善効果を目指した調査研究として、病原菌である大腸菌といったもの
が、どういうふうに拡散しているか、それがどのように人々の健康価値につ
ながっていくのかということにも注目しています。
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